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樹尚 30m、 幹回り 8. 5m の大木は、樹啪す • 
年を超える「神代 « L U 国の天然妃念物 B 
胂岳神社は-一•チ年の槪史を持つ山岳估仰 
の霣坳。ケーブルカーを降りて#道を進 
むと宿坊 • Km が集まる山上集落がある* 


ml の滝 


青梅市. 七代の滝 



御岳神社より大&方面へ進み、.つ目の分岐を下っていくと七代の淹がある。全 
体を見渡すことはできないが、全長 50m にわたって何段にも姿を変えるこの滝は、 
まるで女性そのもののよぅな神秘 さに 人々を引き込んでいく。はたして眼前に映 
る姿が一番 X しいものなのであろぅか、全てを見たくなるゥ淹の顔となる中段は、 
一服のやすらぎを楽しむ場として登山者たちに提供されていた。 

























…われらライカ党 


写真は撮れればそれでいい、と云う人もいれば 
わたしはこのカメラでなけりゃイヤ、と云う人もいる 
ここに集いしは、ライカ党 

不思議な魔力をもつこの写真機を、愛用する人の面影もまた 
名機 • ライカとどこか、似ていないだろうか 


鈴木闊郎氏 
M6-M3 

レンズ ELMAR ( 沈胴式 ) 
1 ： 3.5/5D(M3) 



えくてびあん編集工房 


M4.CL 

レンズ SUMMARON 
1 ： 2,B/35(M4) 




安倍徹郎氏 
M6 

レンズ SUMMICRON 
1:2/35 


レンズ SUMMICRON 


福山玄一郎氏 
M5-M3 

レンズ TELE-ELMARI 丁 
l ： 2.8/9D(M5) 




































1996 - 4 - I (月 I 回発行) 


月刊 • えくてびあん-立 Jilt 語ろう • 立 JII に生きよう 


通巻141巻 


新 • 贅沢のす5め 


ライカは語る 



imsm 




我 


“世界一"といわれてきたライカの値段は確 
かに高かった。戦前にはライカー台「家一軒 j 
といわれたらしい。だが、現今ではライカより 
高価なカメラはいくらでもある。あるが、ライ 
力がもっている風格には及ばないようだ。 
砂川*平氏は「カメラには二種類ある。ラ 
力と、そうでないもの j という名言を残し 
た。この心の*沢を求めて集いし「ライカ党 j 
の面々が語る、ライカがライカたるゆえんと 
は— • 


故 


え < てびあんエッセイ # Nq 39 



一昔前*存充品を取扱う店には•たばこ”や••塩”といった 
鉄の吞板力浓付けられていた B たばこや塩などの専光品はこ 
の专板 B 当てに饵を探したものである ■ 今では.ちょっとあ 
たりを兄回す t たばこの自勧皈充機はある、塩などもコンビ 
二で H えるご時勢。塩などを求めて店を探しまわったあの頃 
は.専売品というネームパリユー t 共にこれらの®板は小さ 
いながら t 成風堂々 t していた。はたして.コンビニ世代に 
觭付いた小さな看板はどのように映るのだろうか。 

WATCHING 
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忘れていませんか7 
復興はこれからです 

明日に向かって 
阪神大震災写真展 

須磨区在住被災者カメラフン 

生田浩♦撮影 
4月12日(金)〜2旧(日) 
幸公民館 ©34-3078 



食べ綦た 


辱踏 5. T 


ビーフカレー 
B 菜カレー 
5ックスカレー 
カヅカレー 

八ンバづカレー 650円 



カレ-ショップ砂時計 

!諏訪公園前•時計台の店 S25-2414 
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油絵 
の箱 j 
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拓邱 2-11-2 


025-8558 


ケンタツ4ー フライドチキン劢瑚 


W 町 2-12-16 


8-2636 


伊勢丹立川店受付 

爾町 M 2-2 025-1111 


三菱銀行立川支店 
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さくら銀行立川支店 
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サヴイニ 
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和里レストラン馬屋 

羽衣町 2-27-14 _ S 26-3698 

mm らラむ 

羽衣® 2-27-9 _»26-3643 

立川商店 

羽衣町 2-30 _ »22-3565 

|泰明堂 

羽衣町 2-31-1 22 -3353 

文興のないとラ 

羽衣町 2-33-1 W 22-3 


むぎばたけ 

拥町 2-1-1 ft 26-0210 




洋蓽子サロン 

羽衣町 2-6 


ケーキスタジ概 

•1 «7-6808 




I おそのい時計店 

I 羽衣町 2-32-2 _ 0223211 

| 多摩中娜用金庫挪 as 
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相禊屋酒店 
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池田屋商 

店 
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022-3731 

痔屋酒 

店 

獅2+13 

022-3625 

三田花 

店 

明町 2-5-23 

024-4107 

TAPAS 


貉町 2-2-29 

029-0733 1 

ロッテリア立 J 瞻川 B •店 

宰町4,38 

037-4413 j 

たちば 

な 

幸® 5-2-16 

037-0347 | 

自然食ばれあな 

萬松町2十23 

024-4560 | 

多摩画 

材 

触® 2-1-25 

»22-6031 j 

| 洋菓子マリアン 

|高松町 2-10-22 

024-3912 | 

I 山梨中央#行 ffliise 

1 鬲松町 2-16-13 

026-1571 | 

新藤青果店 

» 松町 2-3-13 

022-6443 I 

丸助青果 

店 

1 高松町 2-4-18 

022-3542 | 

肉の專鬥店伊勢屋 

1覊松町 2-6-20 

024-2734 | 


ほわいとは5す 

l _^ IS ®2-9-2 B _〇24-1610 

ビジネスホテルクボタ 

| 赚® IM 2-23 022-1122 

いなげや立 JN 南口店 

町と12 -24 _〇26-2947 

寿司由 

町 2-2-8 _〇22-3733 

|セ 々館 

^崎町 M 2-17 _ 022-8100 

葙関田酒店 

I 練町 2-2-17 _〇24-2960 

ウ都市企画 

>梅印 2-3-13 _028-2566 

3 •バンパ 

^崎町 2-3-3 _»24-5800 

コミ： C ティ•ストァはなむら 
>崎町 2-3-9 _ 022-2491 

g —ロール 嫌ぎたて 2 JI ® 

> 脚 2-4-15 027-3473 

$匕京大飯店 

荣 町 2-4-19 022-6393 


な な 

柴崎町 2-4-22 


や 

025-6980 


田中屋契堂薬局 

町2-5>3 _ 022-3913 

菊 川 園 

柴綺町 2-5-6 026-2035 


人がゐて•街があります„ ## #^^ 

# # あなたがゐて、立川があります a % 

參 そこにちょっとだけ、えくてびあん 〆 參 

\ リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



木ワイト八ウスフロム中武 


の挎りがあるわけですが、そうい 

う意味でラィカにはドィツ人のブ 

ライドを感じます」 

カメラはたしかに m 能優先の宿 

命をもつているが*なにか*大切 

な t の4を视在のおおかたのカメ 

ラは捨ててしまつている t いうこ 

とかも知れない。 

「ですからね、今の日本でラィカ 

を持つということ自体が、そうい 

った社会に対するアンチテ—ゼだ 

と云えるんじやないでしょうか ■ 

私自身が、そういった今の！：：本の 

祗潮にぃらだちを怒じてぃる一人 


クラシックカメラの愛好家でも 
ある三田 a 言さんはまず「ライカ 
はカメラを愛するものが 一«は夢 
みる I の ut いう， 

そ I て、ご自身の生花業になぞ 
られて「花を切るハサミら' 手に 
持つた感触や人きさ.承さがバラ 
ンスのとれたものでなければ&く 
は使えない」といい、それと间じ 
ような*味で、ライカの「持つた 
t きの感触、大きさ，デザイン • 

シヤッタ—音に至るまで計9:し M 、 
されている点 j に注： m している* 
『そういうライカだからこそ使う 
ことによつて•多くを学ぶことが 
出米るのだと思ラ」と，まるでご 
, H 分の*恩師★であるかのような 
口ぶりだ • 

睬師である菅家克彦さんは，仕 
半がらドイツ語を使うということ 
もあつて*ライカには級しみを * 
えていたという- 

若い頃から^»は W きで、どう 
しても欲しかつたカメラといえば ▲ 
やはりライカだつた。あえて H 葉 
にす n ば ng もメカ <) しい」点に 
姑力を®じていたとのこと- 
もちろん • 0本3{の カ メラも使 
ラけれど*正 i £ •どことなくもの 
足らないというのが^®。 

もう I つ•実用面の他に•ライ 
力には*ある時代，.を®じさせる 
ものがある••その時代に衬する郷 
愁をたのしんでいるのかも知れな 

いと语る蕾 * さん。 

鈴木！®郎さんの場合は：史に"文 

明綸妁*にとらえているよラだ* 

「ライカは時代と逆行1ているの 

ではないか • t 思〇ているんです- 

それだけ 1: 樣能だけでは雄れない 

何かを持つているんじやないです 

かね。たとえば，ハンドメイド文 

化への誇りのようなものが」• 

「21本が過去に楮ててきてしまつ 

たハンドメイド文化の秘密をかく 

していると思ラんです。|つの围 

には、その国がもつている fc 統へ 



幸町一丁目 
に住む大山さ 
んは東51山* 
|中学校の荚 
術の先生■身 
長一八七セン 
チの大柄な(4:格は I a 体^の先生 
といつた風税。昨年は、たちかわ 
ア—トギャラ VI 展に人*、赛 4(1 
111東京都教 W 英術展では持«:<:蟬 
いた。セッケンの箱やマッチ箱』 
?* 供の頃からわけもなく箱にひか 
れるという大山さんの今： g の作品 
にも箱が描かれている4箱からは 
白い S がわき出て#空へと広がつ 
て大きな芸になる"その S に乗つ 
て地球を回るというィメ—ジなん 
です"裳は夢ですごと大山さんは 
11 Q ラ > 麥を兄ることが$を)»むよ 
うなことと一笑に付される昨今、 
夢を描く先生に敉ぇられた生徒た 
ちはどんな夢を M るのだろうか P 
袖り r わ，学校の3;関まで大山さ 
んに送-〇てもらいながら•背仲び 
して S を捆む大山さんの姿があの 
絵の中に兄えたよラな S . がした n 



衣ハ如苑だより 


花といえば格の花をさすょぅに 
口本人は酋から按には特別な想い 
があるょぅです* 4 H 。 新しい出 
発に桜が佗をそえて， ar ゆく人の 
足どり b 心なしか経やかに5&じら 
れます•午後の哦かな B 射しのな 
か•輿如苑にいらつしやいません 
か•お待ち L ております。 

■ H 時 4 h 19 c (^ 

2時丨4時 

■御本尊•典如{玉物鲔をはじめと 

して映画など盛りだくさんの用 •« 

がしてございます。 

■お 屮し込みは「えくてびあん • 

コンパニオン」{本法を T - 渡 I てく 

れた人)へ。 


東風 


人は「手ぶら」でこの||»:に出て 
きて，そして「手ぶら」で去つて 
ゆく*ならば、その W 1 •何も： j た 
なくてもよさそうなものだが•あ 
れが欲 L い•これが欲 L いと身の 
向りをモノで檁め M 、 す性癖がある C 
欲なのであろう ♦ ものを S '- いてい 
ると•いつの間にか万年筆のコレ 
クシ B ンをしているよラになる" 
もう h 年以上も# i の話だがパイブ 
を挺めたことがあつた、タバコを 
吸う西 if - の煙管のようなアレであ 
る◊万年華 t パイブ tn レクショ 
ンの対象としては、なかなか- T - 応 
えのあるものだが•双方 t もに二 
十本くらい集まつたときに^がつ 
いた。ものを1?く手は I 本しかな 
い*パイプをくわえる P は一つし 
かない-だのに•次から次へ集め 
るのはどうした加減であろうか- 
與^ r 満蜋のゆく I 本があ n ば， 
それでコト足りるのではないだろ 
うかと考えた 參此 猙一の写兴檐は 
ライカ、と決まつているわけでは 
ない。値戊でみても、そう高い部 
翔には入るまい*睚前はライカー 
台で家一粁が H える t いわれたそ 
うだが•今23ではそんな1:介1価で 
はない*もしかすると，焚沢品に 
も入らないかも知 n ない ♦だが、 
掊つてみる t やはり»沢品である 
ことがわかる。あの、* «. 感"シ 
ヤッタ—音"レンズの色や部：！ llli が 
1 S りかけてくる限りないライカ^ 
たち-それでも他の写再«に目が 
淋6,俗人の所以 t 足の前夜 
逸〇ゐしえくてびあん 


小林¥ 

BTSI 


BTJMB ! 名«鼉真||#正社 
UI 田 K 子校本わか二 
I ) IKffR 隽板携 I 用#上！！治 

スタジオ163 中 ft 鋒 SXS . 


なんです/ 

脚本家•安倍徹郎さんのライガ 
入手の経1#はユ- 1 I クで故•砂川 
昌平さんに® ffi ですすめられ'結 
局栄光のライカ党へ" 

ある入から' カメラ t 间じ金餌 
のフイルムを使いこなさないうち 
は•まだそのカメラが解つたこ t 
<:はならない，と云われたそうで 
あ6。「さしずめ•私なんか死ぬま 
で解らんのでし i うなあ」と可々 

大气 

裼山玄一郎さんの場八 n はカメラ 
の fih (: も，おもちや•の n レクシ 
ョンをしているからで * ろうか、 
ライカを純粋にダおもちや ♦ tL 
てたのしんでいるという • 

「軟争を体联している人と、そう 
でない私のようなケ — XL の老と 
云えるかも知 ni せんね/ 

「今のほとんどのカメラは、きれ 
い<:播ることは出来ても' その ft 
組みがわからないんです。その次わ 
からない♦ものに対する不佞«や 
你悪®が私にはあるんでしようね 
ぇ/ 

これは•おもちや•についても 
同じことが S えるの•かも知れない ■ 
福山さんはまた•こ 5 t 〗-? フ。「ラ 
イカは tt う人をちやん t •主人々 
としてみてくれ6ところが*6ん 
です。ですから•主人に よっ て出 
来上る作 1 3はそれぞれ違つてくる 
んです•誰が使っても同じように 

撮れるカメラは•むしろ入が*使 

われている炎感じですね/ 

さて，♦使われる，，側にまわるか 

•+: 人，倒にまわるか•福山さん 

はそこを自らに M うているのであ 

ろうか ■ 

★ 

たかが一台のカメラだが、そこ 

から引き出される*文明% ♦« 千 

差万別である • 

相手がそういう，強名#であり 

"哲学♦をもつているだけに"* 

沢•の見返り t 小さくはない • 


棗京地方では取瓣げの時李は正月だと思っている人が 
大部分ですが、むか I から g 的な) i . 珙げ行車が行われ 
ている地方では五月のお Bn 句の# j 後で，風薫る#葉若葉 
の季節が圧倒的に多いようです。四 H に馱讀濂をするの 
も時宜を得ていると思うのは私の手 ifi 味咁でもなさそう 
です。 

私の子ども時代は昭和の始めの JR 村で*遊び道具など 
は、スキ—，ソリ、竹馬•竹トンボ•野球の道具まで自 
分逢で作って遊んでいたものです。 

その頃村に取師のォヤヂさんが居りまして、私はよく 
その仕事場をのぞきこんでいるうちに•いつの№1:か作 
り方を覚えたようです。作つてはこわ L 、 提げてはこわ 
して，おふくろが貴重品のように大切にしていた wfJ - 紙 
を無駄に L たと云つてえらく叱られたことが懐かしく思 
い m されま‘す-その鸟時の ¥* 作りの味.檐がつたときの 
»触は今でもたれられません** 

十二年№1•立川市の学習等共用施设の萵松会館が才— 
プン L たとき、安理運常委 M 会の活動の一つ t して，+ 
ft 達に伝承遊びの m 作り教宰をやりましようと云うこ 
t になり*私が担当することになりました9今では毎年 
九 CC 明 m の「ふれあい広埸 J の 一 n — ナ—で、小学五年 
生以下ぐらいの7-どもから幼^連れの輟ごさん迄：！一十組 
荊後の人逢が参加して®ります。舐 t 云つても 一 s « 準 
なダィヤ取ですが、和狀は小さくても大きくても作り方、 
梅げ方の原理は同じです。どんな紙でら1し、先ず自分 
で作つてみること•そ L て 2^^ vl / L l /> ることです。うまく 
揭がつた t きの苒び•手ごた^^麻できれはそれが自 
信, £* なり' もう I 生自分のものとなるで 
い tf . てにあるわけです。 

Jl :« 少頃•空栩ぶ鸟をみて人^ p 肿1:空を1 
らどんなにた，のしいだろうと思つたのは私だ； 



と思います b 枞はそんな夢を入に 


原始： e な木の*畎から始まり，色々な T 太改良が加ぇら 

n て，遊びの is 兵になったり，生活の i £ 具になったりし 

ながら•二千年以上の联乃をかけて中国へ漉り、それか 

ら東は H 本へ西はシルク D 1 ドを A って ml ロッパへと 

伝ゎったようです。 

日本へ畎は奈良時代に伝ゎり、嫌會時代には武士階糾 

の遊びであり•一級庶民の遊びとな〇たのは江戸時代か 

らのようです◊その頃になる t , 歌川国17系の絵師が独 

特の式者絵を画 < ようになり•江戸 ] iR t して大成し全 [II 

に広がってゆき、各地で独特の文化の花を咲かせ美術品 

K 芸品として親しまれるよラになり•又様々な行事に使 

われるようになつてゆさました0 

|方ョー a ッバへ*った取は合理的科学的に発逢し、 

グライダ—から飛行機へと変化していった t みてよいよ 

うです • 

坝代では人は自由とまではいかないが月の世界へでも 

行ける I ，お金を使ぇば地球を|周りするぐらい何日も 

か、らない。 

取は風をエネルギーに1て大空を飛栩する科学であり 

芸術です。風は今も悠久の太古より変ゎらず吹いていて 

mf を通して®々な表憤をみせてくれるのではんと<:た 

のしい•私逢 U その風の表情を紙を通 I てみせてもらう 

訳です U 一つの取でも風次第でスイスイと気持ちよさそ 

ラに浮いていると&もあれば、又ときにはいくらがんば 

つてもイヤイヤをして•ひ-〇く〇返つたり， It 々をこね 

たりしてなかなか云うことをきいてくれない t きもあり 

ます" 

私： T 紙蜴げは人と風との対話であり、自然との語ら 

いであると思います。 


pli 


今年もまた多 < の立川人がコミュニティ奨励賞を受けた ( 30 E 2 日)。 

特にスポ—ツ活動では優秀な成縝をおさめた方々に、 

また善行活動では地域に対して長年にわたつて尽力された方々に(敬称略)。 


活動 m :& 办 


小山正男(府中布〉签年，地域の《少¢1 

パス rv トポ—ルの発展に；4、 ；8 lnl 




石田哲也 M 土見町)吴7闼わんばく梱パスヶットポ|ルの発展に；4、；8问 fl 杓紀焚菜说 .« Ji 長-51グル—ブのリ 

里東京热大食十学4年の部超入1*務-承全 B 本中^才 I ルスタ I パスヶ V 卜•ホ..ダ J と LT »«^ のため-¢0おもちゃを 

M 网わんぱく相 W 全国大会小学4年の瓶丨ル大会聚京 is 鉍チ—ム€監»として優作りながら"謔常! C と an の出合いの 

俩人事成牌4 獬に墀く * として；#>もちや12塞館の话勖に ！ MT 


木島攘征*:罈町)第>3酉仝日本 -7 スタ| 

•スバヮ：リフテ >- ング遇千堆大会75^^ 

K クワットの郞日不紀 ajKM 玆八 cJtII 

鈴木班生松町，-甲8回全日本中学生 

才—ルスタ—.ハスケットボ—ル大会に東 

京洛枝チ—厶と CT 出笔し进一 1 T 優秀® 

Hfi » i * KM 

离撟祖 a i « i 町)弟 a 同全日本中半生才 

—ルスタ—パスケットポール大会に東 1 H : 

逆 - u チームとして ffite し1»掩、»秀进手 

la!* 1 

中軻 ft 兵；若 Itl 町)次: ti 回 . ^ IRI •部中年校 

相撲大会蒹令 W 中-?校铝樓迸手供大会来 

倉持惠治.轚子(嗶町)；&回 VI ントビ 

r^w 全国ス' K- — ツデンスフXスチ？パ 

ル in 沖 at サントビ r 杯 S •ラテンの郎4 

ii •モダ r > の部6位入》" 

わんばく相禊立川チ—ム -15 体/ ml 7 医 

わんばく相播東食都大会団体11构' 第 II 

® わんばく相祺全国大会槊3位入 


高供实(！？町)关4^卬81钵宵会相擯 

©畏として坩域体育会で活齡*「相璜通」 

を通して青少年の Ifi 全宵成を因る. 

逋月文夫(芴衣町) filtr スボ—ッダン 

スの地域蕾及活動を ff ぅと共に全 mrj 

にもスボ—ツダンス大会の実行委 N とし 

て活 S 。 

森田忠次、置子(柴塒甿) A 年 ml 民にダ 

ンスを通して技衡の賣及と健康•增邃を® 

U •地域におけるスボ—ツの f に « w *% 

山«|康 1 EI (羽衣町)；苹♦地域体«|今の 

中心として活尠し、 ttM におけるスポ— 

ツの発薄に赛与 U 



石川 t め <砂川町) ft : 年、罕朗五日市街 

ii 沿いに歩適などの滴5 T パス择&<<: 

は®箪の吸い®入 n を玟籯“ _ 


板谷«子•：縈崦町)运年、グル—ソのリ 

I ダ—として*！试老入ホ；ムの椅々な 

拿|?»!についてのポランテイ r 活動 t す KV 


»利よね(镛町】 JR : 年*自宅令ボランテ 

—アルームとして詡放し柚扯まつリや 

埯設の字围祭のパザ—用品の製作、 1 C 供 

をする' 

花田千代子松町)奴年•グル—ブの 

リ—ダ—として在宅? S 祉の在り力を考 X . 

ながら、至就ホ—ム•立川養 II ¥校の榨 

ざまな^助をする* 

K 食ポランチィアグル—プ0 S 体)薹年 

|人_らしのお年茶リへ • 日 fi 食を 

13ける^動をしな•からお革衣りの支えと 

V つている • 

池田皁孑(磚肉)地元<7>呢象館脒找以来 

«期にわたり兜®館‘子供会の指導者と 

して理11長を捕佐し • 龙詹を*良に a ?* 

また町会で a 伴人会 5r を薄任し* aj 会の 

婧行寧に尽力_ 

谷 iHI 蕈松(碾&,>畏年•目沾会粍を作り、 

町$の K 行車などを知らせ、 n ミ a 二 

ティ识興の lAtfi 啓発に铎めた： 


笠 M 文男(羽衣町》签年、地域活動 V 通 

じ"味太- B - X ボ—ツとして外水:^寧聲の 

• « 一(慕士見£:|«|年*地域钵宵金 

の中心として活動，地域の拎壜#として 

迸¥の W 戍と舞少年の健全苺成に貫獻= 


め遊圓地、达宅地、描扯 tt ンタ I の-:»掎 


41麻万 ft 神 N 愛好会(味町) A 年‘自 

治金の«行事 u 窖加怕力、锊仁夜#の1!«; 

祝に協力♦また子供金の^品闽43‘分别 

叹集に協力している“ 


柴畸町 若葉町 


地忒活動推1焚@1•贫 


ta 島忠次 ( S ? 町> 地元の史置费 W 设以采 

長期にわたり児寅館の理事 t して育少年 

の值全 W 成に爾鉗 • 


大«賄 f 富士兑町炎年•年鞘2リ周 

辺の公遵、ならびにゴミ集猾4など毎日 

欠かさず] nl 得する： 

碌戴士二番町一橐 AII ! れした！ Ke の 

陏令生かし 、; lt ランテイ7*活；5として地 

域のイベントなどじ«®的に寮加協力。 
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多摩川の朝 


〇 芩其：鈴：克吉 

° 短歌：宇佐芙玲 f 


草萌ゆる 
岸辺あかるし 
幾重にも 
波紋袅がきて 
水鳥遊ぶ 



















